
 

 

ドローンによる急傾斜小面積崩壊地における 

航空実播技術の開発実証 

林 業 技 術 研 究 室  〇 田 坂英 之・ 大池 航史  

 
背  景  

近年 、局 地 的 な 集 中 豪 雨に より 山地 災害 が頻 発す る中 、計 画的 に治 山

事業 を 進 め て い る もの の 、 山腹 尾根 部や 中腹 部な どに は、 地上 作業 によ

る緑 化 が 困 難 な 小 規模 崩 壊 地が 未緑 化の まま 存在 して いる 。  

 

目  的  

小型 で遠 隔 操 作 が 可 能 なド ロー ンの 機動 性を 活か した 、急 傾斜 小面 積

崩壊 地 に お け る 航 空実 播 技 術を 開発 する 。  

 

具 体 的 な成 果  

１  急傾 斜 崩 壊 地 に 種 子 や 肥料 等を 含ん だス ラリ ー ※ 1、カ プセ ル ※ 2、粒・

粉（ グレ イ ン ） を 上 空 から 散布 する ドロ ーン 航空 実播 技術 開発 し、 整

形さ れて い な い 傾 斜 地 にお いて 種子 の定 着が 実証 され た。  

 

２  施工 後 の 植 生 回 復 に つ いて、マ ルチ スペ クト ルカ メラ ※ 3 を 搭載 し た

ドロ ーン を 用 い て 調 査 した 結果 、植 被率 は、 スラ リー が一 番高 い値 を

示し 、今 後 の 治 山 事 業 での 活用 が期 待で きる こと がわ かっ た。（図 １ 、

２、 ３）  

 

※ １  ス ラ リ ー  種 子 や 肥 料 ， 木 質 繊 維 ，侵 食 防 止 材 な ど を 水 と 攪 拌 し 泥 状 に し た

も の  

※ ２  カ プ セ ル  医 療 用 の カ プ セ ル の 中 に 、 種 子 、 肥 料 、 土 壌 改 良 材 と 高 吸 水 性 樹

脂 な ど を 封 入 し た も の  

※ ３  マ ル チ ス ペ ク ト ル カ メ ラ   

目 で 見 え る 可 視 光 線 の 波 長 帯 の 電 磁 波 だ け で な く 、目 で 見 え な い

不 可 視 光 線 の 波 長 帯 電 磁 波 も 記 録 す る カ メ ラ  

 

 



 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

※ N D V I： 正 規 化 植 生 指 数 （ N o r m a l i z e d  D i f f e r e n c e  Ve g e t a t i o n  I n d e x） 。 植 生 の 分

布 状 況 や 活 性 度 を 示 す 指 数 。 N D V I が 高 い ほ ど 図 で は 白 色 を 示 す 。  

  

 

図２  施 工 ２ か 月 後  NDVI（岩 国市 平前 地区 実証 試験 地）  

図３  植 被率 （岩 国市 平 前 地区 実証 試験 地） 

図１  施 工前  NDVI（ 岩 国 市平 前地 区実 証試 験地 ）  
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